
写真1  消費生活相談員による授業のようす

児童による高齢者への啓発講座で地域
に貢献する

　筆者が2025年3月末まで在職していた都城
市立山田小学校では、2024年度に６年生17名
と学級担任による主体的な学びを追求した消費
者教育を行いました。本稿ではその取組を紹介
します。
　山田町は、都城市の北西部に位置し、霧島山系
を臨む、のどかで自然豊かな町です。地域の方々
は大変温かく、学校に協力的で、地域全体で学校
を支援してくださる雰囲気があります。そのた
め、農業体験や読み聞かせ、見守り活動等、さま
ざまな場面で地域の方にお世話になっていま
す。
　しかしながら、学校は地域に対して恩返しを
する場がなく、地域と学校が互いに支え合う関
係にはなっていない現状がありました。
　そこで、「社会に開かれた教育課程」＊のテーマ
として、2024年度は「地域貢献活動」に取り組
んでいくことにしました。その活動の一環とし
て、６年生に「自分たちが学んだことを地域の高
齢者に伝えることで、地域に貢献しよう」という
課題を提示しました。
　まず行ったのは、高齢者の困り事や相談事を
知ることでした。その実態を知るために、校長が
山田地区社会福祉協議会と密接にかかわり、情
報を収集し、高齢者の抱える困り事や社会福祉
協議会へ寄せられる相談事等を把握し、その中

から小学生が取り組める課題として「消費者ト
ラブル」を設定しました。

宮崎県消費生活センター都城支所の
バックアップにより消費者教育を実施

　学習は、「総合的な学習の時間」で行い、外部講
師として消費者問題について専門的な知識を
持っている、宮崎県消費生活センター都城支所
の消費生活相談員（以下、相談員）に協力依頼を
しました。相談員の方々も初めての試みのため、
事前打ち合わせを行い、次の４回にわたり授業
や発表の指導について支援していただきまし
た。
・１回目「小学生向け消費者教育」
　５年生時の家庭科「買い物」の学習の延長とし
て、「契約」について学びました（写真１）。
・２回目「悪質商法について学ぶ」

　高齢者が被害にあいやすい「悪質商法」の具体
的な事例と、高齢者に伝える際の注意点等につ
いて学びました。
・３回目「発表に向けてのリハーサル」
　子どもたちは、「ペープサート（紙に書いた絵
に棒を付けて動かす人形劇）」「プレゼンテー
ション」「寸劇」の３つの発表方法に分かれ、それ
ぞれのテーマを「電話勧誘」「訪問勧誘」「通信販
売」と設定し、おおよそ１カ月をかけて発表準備
を行いました。発表当日１週間前のリハーサル
には相談員も参加し、細かなアドバイスをいた
だきました。
・４回目「分かりやすさを重視した発表」
　リハーサルの反省を生かし、分かりやすさを
重視した発表を行いました（写真２）。

社会福祉協議会の協力で啓発講座を実施

　当初、児童は、面白くて興味を引くような工夫
をしていましたが、リハーサルのときに相談員
の方からアドバイスいただいたのは、「高齢者に
伝える際は、ゆっくりとはっきりと話す」という
ことでした。児童たちの祖父母は皆さんお元気
で、児童の送迎もされるような方々ですので、児
童たちにとっては、普段の会話からはイメージ
しにくいことであり、大変貴重なアドバイスで
した。このリハーサルのおかげで、発表当日は大

変よい発表を行うことができました。
○発表を終えた児童の感想
　・　自分たちが勉強したことが、地域の役に
立ったことが、とてもうれしかったです。

　・　発表の後、参加してくだった皆さんから「あ
りがとう。分かりやすかったよ」と言っても
らえたことが、うれしかったです。

○参加された高齢者の皆さんの感想
　・　子どもたちが、私たちのために勉強をして、
分かりやすく教えてくれたことに感心しま
した。発表の仕方もとても上手だと思いま
した。

　・　いろんな方法で騙されることがあるんだと
分かりました。とてもよい勉強になりまし
た。

課題および今後の展開

　「社会に開かれた教育課程」というと、地域の
皆さんに協力していただく学習をイメージしが
ちですが、地域と学校は、互いにWin-Winの関
係であるべきだと思います。今回の取組は、その
一歩になり得たと自負しております。
　目的意識を持つということは、主体的な学び
の大きな原動力となります。今回は「地域のおじ
いちゃんやおばあちゃんを守りたい」という目
的意識が、消費者として主体的に学ぼうとする
「深い学び」に繋がったのだと思います。
　昨今、メディアでは詐欺や闇バイト等、若者を
ターゲットとした犯罪が多く報道されていま
す。これから社会に出ていく子どもたちにとっ
て、消費者教育は、大変重要な意味を持つと思い
ます。予測不能な社会をたくましく生きる社会
人を育てるために、学校は、より密接に地域と連
携しながら、生活に直接的にかかわるテーマを
提示し、目的意識を持たせる機会を提供するこ
とで、児童が主体的に学んでいく教育を展開し
ていく必要があると感じています。

児童が寸劇で消費者被害から
高齢者を守る

このコーナーでは、消費者教育の実践事例を紹介します。

消費者教育
実践事例集

第132回

瀬之口 忠二 Chuji  Senokuchi 宮崎県都城市立志和地小学校 校長

＊　2017年から改訂が始まった学習指導要領の基本的な理念として示された言葉。改訂のポイントでは、「よりよい学校教育を通じてよりよい
社会を創るという目標を学校と社会とが共有し、それぞれの学校において、必要な教育内容をどのように学び、どのような資質・能力を身
に付けられるようにするのかを明確にしながら、社会との連携・協働によりその実現を図っていく」と記されている

　　（文部科学省「平成29・30・31年改訂学習指導要領（本文、解説）改訂のポイント　社会に開かれた教育課程（これからの教育課程の理念）」
　　https://www.mext.go.jp/content/1421692_4.pdf ）
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写真2  高齢者向け啓発講座のようす

児童による高齢者への啓発講座で地域
に貢献する

　筆者が2025年3月末まで在職していた都城
市立山田小学校では、2024年度に６年生17名
と学級担任による主体的な学びを追求した消費
者教育を行いました。本稿ではその取組を紹介
します。
　山田町は、都城市の北西部に位置し、霧島山系
を臨む、のどかで自然豊かな町です。地域の方々
は大変温かく、学校に協力的で、地域全体で学校
を支援してくださる雰囲気があります。そのた
め、農業体験や読み聞かせ、見守り活動等、さま
ざまな場面で地域の方にお世話になっていま
す。
　しかしながら、学校は地域に対して恩返しを
する場がなく、地域と学校が互いに支え合う関
係にはなっていない現状がありました。
　そこで、「社会に開かれた教育課程」＊のテーマ
として、2024年度は「地域貢献活動」に取り組
んでいくことにしました。その活動の一環とし
て、６年生に「自分たちが学んだことを地域の高
齢者に伝えることで、地域に貢献しよう」という
課題を提示しました。
　まず行ったのは、高齢者の困り事や相談事を
知ることでした。その実態を知るために、校長が
山田地区社会福祉協議会と密接にかかわり、情
報を収集し、高齢者の抱える困り事や社会福祉
協議会へ寄せられる相談事等を把握し、その中

から小学生が取り組める課題として「消費者ト
ラブル」を設定しました。

宮崎県消費生活センター都城支所の
バックアップにより消費者教育を実施

　学習は、「総合的な学習の時間」で行い、外部講
師として消費者問題について専門的な知識を
持っている、宮崎県消費生活センター都城支所
の消費生活相談員（以下、相談員）に協力依頼を
しました。相談員の方々も初めての試みのため、
事前打ち合わせを行い、次の４回にわたり授業
や発表の指導について支援していただきまし
た。
・１回目「小学生向け消費者教育」
　５年生時の家庭科「買い物」の学習の延長とし
て、「契約」について学びました（写真１）。
・２回目「悪質商法について学ぶ」

　高齢者が被害にあいやすい「悪質商法」の具体
的な事例と、高齢者に伝える際の注意点等につ
いて学びました。
・３回目「発表に向けてのリハーサル」
　子どもたちは、「ペープサート（紙に書いた絵
に棒を付けて動かす人形劇）」「プレゼンテー
ション」「寸劇」の３つの発表方法に分かれ、それ
ぞれのテーマを「電話勧誘」「訪問勧誘」「通信販
売」と設定し、おおよそ１カ月をかけて発表準備
を行いました。発表当日１週間前のリハーサル
には相談員も参加し、細かなアドバイスをいた
だきました。
・４回目「分かりやすさを重視した発表」
　リハーサルの反省を生かし、分かりやすさを
重視した発表を行いました（写真２）。

社会福祉協議会の協力で啓発講座を実施

　当初、児童は、面白くて興味を引くような工夫
をしていましたが、リハーサルのときに相談員
の方からアドバイスいただいたのは、「高齢者に
伝える際は、ゆっくりとはっきりと話す」という
ことでした。児童たちの祖父母は皆さんお元気
で、児童の送迎もされるような方々ですので、児
童たちにとっては、普段の会話からはイメージ
しにくいことであり、大変貴重なアドバイスで
した。このリハーサルのおかげで、発表当日は大

変よい発表を行うことができました。
○発表を終えた児童の感想
　・　自分たちが勉強したことが、地域の役に
立ったことが、とてもうれしかったです。

　・　発表の後、参加してくだった皆さんから「あ
りがとう。分かりやすかったよ」と言っても
らえたことが、うれしかったです。

○参加された高齢者の皆さんの感想
　・　子どもたちが、私たちのために勉強をして、
分かりやすく教えてくれたことに感心しま
した。発表の仕方もとても上手だと思いま
した。

　・　いろんな方法で騙されることがあるんだと
分かりました。とてもよい勉強になりまし
た。

課題および今後の展開

　「社会に開かれた教育課程」というと、地域の
皆さんに協力していただく学習をイメージしが
ちですが、地域と学校は、互いにWin-Winの関
係であるべきだと思います。今回の取組は、その
一歩になり得たと自負しております。
　目的意識を持つということは、主体的な学び
の大きな原動力となります。今回は「地域のおじ
いちゃんやおばあちゃんを守りたい」という目
的意識が、消費者として主体的に学ぼうとする
「深い学び」に繋がったのだと思います。
　昨今、メディアでは詐欺や闇バイト等、若者を
ターゲットとした犯罪が多く報道されていま
す。これから社会に出ていく子どもたちにとっ
て、消費者教育は、大変重要な意味を持つと思い
ます。予測不能な社会をたくましく生きる社会
人を育てるために、学校は、より密接に地域と連
携しながら、生活に直接的にかかわるテーマを
提示し、目的意識を持たせる機会を提供するこ
とで、児童が主体的に学んでいく教育を展開し
ていく必要があると感じています。

消費者教育実践事例集
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